





































































⑴ 　マウスにマコモダケ懸濁液（0.2% w/v･ PBS） 1 ml を毎日 ₅ 日間内服させた後，LPS（2.8 mg/
ml･ PBS）0.0₅ ml をマウスの後肢より注入し，LPS 誘発性ぶどう膜炎（endotoxin-induced uveitis: 
EIU）を誘導した．LPS 注入24時間後に眼球を採取し， 4 % パラホルムアルデヒドで固定した．厚
さ ₅ mm のパラフィン切片を作製後，hematoxylin-eosin 染色を行い，眼球内の浸潤細胞数を計測し
た．
⑵ 　マウス 骨 髄 マクロファージ 培 養 系 に LPS（ 1 mg/ml）と 同 時 にマコモダケ EtOH 抽 出 成 分
（6₅,6₅0mg/ml）を添加した．24時間後に培地中の炎症性サイトカイン tumor necrosis factor–α




















































































































































　味覚の受容システムは，1999年に苦味受容体（T 2 Rs）が発見され，次いで，甘味（T 1 R 2 /
T 1 R 3 ），うま味 （T 1 R 1 /T 1 R 3 ） の受容体，さらには，酸味（PKDs, ASICs），塩味（ENaCs）のチャ
ネルなどが発見され，その全容が明らかになりつつある。我々は遺伝子解析を通じてそれら受容体の発
見に寄与すると共に（PNAS, 1998; 1999; Science 2003; Nature 200₅），その過程で，脳で食欲抑制に働
くレプチンが味覚器にも働き甘味を抑制することを見出した（PNAS 2000）。すなわち，体脂肪量が増
加し，血中レプチン濃度が上昇すると，甘味受容細胞はその変化を受容体 Ob-Rb で感知し，甘味感度
をフィードバック抑制し，食行動を制御する（Endocrinol. 2004; Diabetes 2008）。さらに，脳でレプチ
ンと拮抗し食欲促進に働き，嗜癖性にも関与するエンドカンナビノイド（eCB）の受容体 CB 1 が，味






腸管内分泌細胞に，甘味受容体 T 1 R 2 /T 1 R 3 が発現し，甘味刺激により消化管ホルモン GLP–1・
GIP などの分泌により，近接する吸収上皮のグルコーストランスポーターの発現増強を介してグルコー
ス吸収を促進することを見出した（PNAS 2007）。膵臓ベータ細胞では人工甘味料によるインスリン分
















　実験には，動脈硬化易形成性マウスであるアポリポプロテイン E 欠損マウス（ApoE–/–）の 8 週齢
の雄を使用し，IL–6 投与群（IL–6群）と，PBS 投与群（PBS 群）に分けた．IL–6群には，bovine se-
rum albumin（BSA） 含有 PBS に溶解した IL–6を，PBS 投与群には，BSA 含有 PBS を各々，下顎臼
歯部頬側歯肉に週 3 回，12週間投与した．投与 6 週，12週後に屠殺し，ELISA 法にて血清 SAA 濃度を
測定し，大動脈は縦断試料を作製後，Sudan Ⅳ染色により動脈硬化病変部位率を測定した．また，大
動脈基部では，横断薄切切片を作製し，動脈硬化病変部位の Sudan Ⅳ染色，走化性因子の MCP–1，
SAA 受容体の 1 つである TLR 2 の免疫組織化学染色を行った．さらに，下顎骨を µCT にて撮影し，
注入部位周辺の歯槽骨吸収程度を測定した．また，ヒト大動脈血管内皮細胞（HAECs）に SAA を添加
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し，24時間経過後の ICAM 1 ，VCAM 1 ，MCP–1の mRNA 発現を real–time PCR 法で解析した．
【結果】
　IL–6投与群では，PBS 投与群と比較し，投与翌日から12週間継続して血清 SAA 濃度が上昇していた．
IL–6投与群の動脈硬化病変部位率は，12週後に有意に増加し，大動脈基部における MCP–1，TLR 2 の
発 現 の 増 加 も 確 認 した．さらに，HAECs においては，SAA の 刺 激 により ICAM 1 ，VCAM 1 ，
MCP–1の発現が増強し，抗 TLR 2 抗体により減少した．
【考察】
　歯周炎により産生された IL–6が，肝臓を刺激して SAA 濃度を上昇させ，受容体の TLR 2 発現が上











名），2012年度（₅9名），2013年度（₅3名）の 7 年間における，松本歯科大学第 4 学年を対象とした．ア
ンケート項目数は13項目であり，各々を ₅ 段階評価方式で評価し，上位 2 段階が占める割合を満足割合，
下位 2 段階を不満足割合とした．また，不満足度得点を算出し，全項目間の相関関係を検討，さらに，
学生数との相関を検討した．統計学的分析には，Pearson の相関係数の順位差検定を用いた．
【結果，考察】
　学生数の最も少ない2013年度では，多くの項目で満足割合が高かった．項目間の相関では，「インス
トラクターのレベル」と「インストラクターのデモ」，「インストラクターの指導」，「実習帳」で相関が
認められた．教員の学習レベルを上げることで，学生の理解度も上げることが出来ると考えられる．学
生数と各項目の不満足度得点との相関では，｢自分の座席の位置｣ に最も有意な相関が認められた．ま
た，「実習帳」，「ビデオデモ」においても有意な相関が認められた．学生数の減少により，少人数体制
で指導を受けられたことが，相関がみられた 1 つの理由として考えられる．たえず教育方法の妥当性の
評価，および問題点の抽出を行うことは重要であり，さらなる教育スキルの向上へと関連付けされる．
その一つの手法として，学生を対象としたアンケート調査は一つの方略である．今後も継続的に調査を
行い，さらなる実習内容の改善を図るつもりである．
3 ．外耳道内圧の変化と下顎運動の相同性について
⃝祁　君容
（松本歯大院・機能評価）
【目的】
　顎運動を記録する方法には様々な測定法が存在する．従来の方法では，専門の歯科医師あるいは歯科
衛生士でないと装着できない大きな冶具を必要とするなど，簡便な方法とはいい難い．そこで簡便な方
法として，外耳道中のひずみを感知できるイヤホン型のセンサーで，顎運動を記録できる方法を考案す
ると有益であると考える．本研究では，気圧計を用いて外耳道のひずみを記録した波形から，顎運動を
推定するための第一歩として，単純な下顎運動を行わせたときに，外耳道内圧の記録に反映される特徴
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を明らかにすることを目的とした．
【方法】
　口腔領域に異常を認めない健常成人を対象として，任意のリズムで開閉口，側方運動，ガム咀嚼を行
わせた．外耳道内圧変化を測定するために，密封した気圧計と耳栓を組み合わせたセンサー部を作製し
た．下顎頭の運動は 6 自由度歯科用下顎運動測定器（MM–J2，松風社製）を用いた．また，下顎頭の
各運動方向と外耳道内圧の相同性を評価するために，相互相関関数を用いて分析した．
【結果および考察】
　外耳道内圧は開閉口運動，側方運動，ガム咀嚼のサイクルに一致した変動が認められた．外耳道内圧
の波形とセンサー装着側と同側の下顎頭運動との相互相関関数の最大値は，センサー装着側と反対側の
下顎頭運動とのものと有意な相違は認められなかった．つまり外耳道内圧の変化は，いずれの下顎頭運
動とも相同性のあることが明らかとなった．側方運動時には，外耳道内圧の変化と下顎頭運動の前後方
向および上下方向の波形との間での相互相関関数の最大値は，外耳道内圧の記録側が平衡側になったと
きの方が作業側になったときより，有意に大きかった．ガム咀嚼運動時に平衡側になったときと作業側
になったときでは，相互相関関数の最大値に有意な相違は認められなかった．これらの結果から，個人
差はあるものの，各個人における顎運動を推定できる可能性が示唆された．
